
〔史
料
紹
介
〕

｢慶
長
十
四
年
十

一
月
七
日
松
前
藩
五
世
慶
広
中
置
候
事
｣
(函
館
市
中
央
図
書
館
蔵
)

工
藤

大

輔

は
じ
め
に

以
下
に
､
簡
単
な
解
説
と
文
書
の
翻
刻
文
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

本
史
料
は
'
函
館
市
中
央
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
､
松
前
藩
初
代
藩
主
松
前
慶
広

(-)

の
書
状
で
あ
る
｡

松
前
藩
主
と
そ
の

一
族
の
書
状
に
つ
い
て
は
､
『
北
海
道
開
拓
記
念
館
蔵
松
前
藩

主

･
一
族
書
状
集
』
1
-
Ⅲ

(北
海
道
開
拓
記
念
館
'

一
九
八
三
-
八
五
年
)
が
あ

る
｡
こ
の
ほ
か
､
海
保
嶺
夫

『
近
世
蝦
夷
地
成
立
史
の
研
究
』
第
二
部
第
三
章

｢戟

国
末

～
近
世
初
期
の
松
前

(蛎
崎
)
氏
の
動
向
-

藩
主

一
族
書
状
を
中
心
に
-
｣

(三

一
書
房
､

一
九
八
四
年
)
で
'
蛎
崎
季
広
か
ら
松
前
公
広
ま
で
の
五
代
の
藩

(当
)
主
と
､
松
前

(塀
崎
)
慶
広
の
六
男
景
広
の
書
状
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡
こ

の
う
ち
､
慶
広
の
書
状
は
､
天
正
期

一
通

･
慶
長
期
四
通
､
計
五
通
の
書
状
が
紹
介

Tこ

さ
れ
て
い
る
D
慶
長
期
の
書
状
は
､
松
前

へ
の
商
船
誘
致
や
日
本
海
沿
岸
の
豪
商
と

の
結
び
つ
き
を
示
す
も
の
､
豊
臣
方
の
動
向
の
情
報
収
集
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
｡

一
方
､
小
稿
で
紹
介
す
る
書
状
は
､
譜
代
の
家
臣
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
工
藤
九
兵
衛

祐
種
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
､
慶
広
留
守
中
の
家
中
の
心
得
を
伝
え
残
し
た
も
の
で

あ
り
､
い
わ
ば
松
前
家
の
家
政
に
関
わ
る
書
状
で
あ
り
､
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る

慶
広
の
書
状
と
は
性
格
が
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

一

文
書
の
解
説

ま
ず
､
こ
の
書
状
の
日
付
で
あ
る
､
慶
長
十
四
年

(
一
六
〇
九
)
十

一
月
七
日
に

つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
｡
表
-
に
あ
る
よ
う
に
､
慶
広
は
度
々
江
戸

へ
の

ぼ
り
家
康

･
秀
忠
と
会
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
｡
こ
の
年
も
､
十

一
月
に
江

戸

へ
登
り
､
そ
の
後
'
翌
慶
長
十
五
年

一
月
に
は
家
康
の
い
る
駿
府
に
向
か
い
､

二

月
に
は
再
び
江
戸
に
戻
り
そ
の
後
帰
国
し
て
い
る
｡
ま
た
､
慶
広
は
江
戸
に
向
か
う

(3)

途
中
､
仙
台
で
伊
達
政
宗
と
も
会

っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡
し
た
が
っ
て
､
こ

の
書
状
は
慶
広
が
江
戸
に
滞
在
中
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
｡

書
状
に
据
え
ら
れ
た
花
押

(写
真
-
)
は
､
年
未
詳
八
月
十
九
日
付
の
慶
広
書
状

(4)

(写
真
2
)
に
据
え
ら
れ
た
花
押

(写
真
3
拡
大
図
)
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
写
真
2
の
文
書
は
､
海
保
嶺
夫
氏
に
よ
る
年
代
比
定
に
よ
れ

ば
､
署
名
が
松
前
志
摩
守
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
伊
豆
守
任
官
の
慶
長
九
年
四
月
二
十

八
日
以
前
で
あ
り
､
さ
ら
に
'
｢志
摩
守
｣
は
慶
長
四
年
十

一
月
に
家
康
に
臣
従
し

て
松
前
姓
を
公
認
さ
れ
て
以
後
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
｡
し
た
が
っ
て
､
書
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(5)

状
の
年
代
は
慶
長
五
年
八
月
か
ら
同
八
年
八
月
ま
で
の
間
で
あ
る
と
い
う
｡
な
お
'

こ
の
ほ
か
の
書
状
に
据
え
ら
れ
た
花
押
は
'
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
､
慶
長
十
二
年
に

(･D)

比
定
さ
れ
る
書
状
に
据
え
ら
れ
た
花
押

(写
真
4
)
の
よ
う
に
､
上
下
二
本
の
線
の

間
を
円
形
の
線
で
結
ぶ
方
式
が
､
歴
代
松
前
藩
主
の
花
押
に
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
た

(7)

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
い
う
｡

つ
ぎ
に
'
書
状
の
宛
名
で
あ
る
工
藤
九
兵
衛
祐
種
に
関
し
て
､
安
永
九
年

(
一
七

(8)

八
〇
)
に
松
前
広
長
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た

『
福
山
秘
府
』
年
歴
部
巻
之
三
の
慶
長
十

九
年
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
｡

冬
十
二
月
二
十
六
日
､
令
三
工
藤
九
兵
衛
祐
種
討
二
数
馬
介
由
広
.､
是
因
レ欲
レ

為
二豊
臣
秀
頼
之
将
士
.也
'

按
､
由
広
二
十

1
歳
也
､
見
二
干
上
.､
甜
租
祐
長
之
末t
胤
可

(傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
)

こ
こ
に
見
え
る
数
馬
介
由
広
と
は
､
慶
広
の
四
男
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
こ
の
由
広

が
豊
臣
方
に
与
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
､
工
藤
九
兵
衛
祐
種
に
よ
っ
て

(9)

討
た
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
､
広
長
は
､
こ
の
工
藤
九
兵
衛
祐
種
を

｢祐

長
之
末
胤
乎
｣
と
し
て
い
る
｡
『
新
羅
之
記
録
』
で
も
､
こ
の
事
件
に
関
す
る
部
分

で
､
｢同
二
十
六
日
之
夜
､
小
館
而
令
工
藤
祐
長
之
末
孫
工
藤
九
兵
衛
尉
祐
種
討
由

広
｣
と
記
し
て
い
る
｡

工
藤
祐
長
は
､
松
前
家
の
家
譜
類
で
は
､
松
前
家
の
祖
と
い
わ
れ
若
狭
武
田
氏
の

一
族
で
あ
る
と
い
う
武
田
信
広
ら
と
と
も
に
､
宝
徳
三
年

(
一
四
五

一
)
に
若
狭
を

逃
れ
た
人
物
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
､
い
わ
ば
根
本
被
官
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ

る
｡
た
だ
し
､
最
近
の
入
間
田
宣
夫
氏
の
研
究
で
は
､
こ
の
工
藤
祐
長
ら
は
､
鎌
倉

期
に
地
頭
代
官
と
し
て
糠
部
に
派
遣
さ
れ
た
北
条
氏
被
官
の
末
甫
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
､
若
狭
以
来
の
信
広
の
根
本
被
官
で
あ
っ
た
と
い
う
､
こ
れ
ら
松
前
家
の

(10)

家
譜
類
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
た
だ
､
い
ず
れ
に
し
て

も
､
祐
種
は
松
前
家
の
譜
代
家
臣
で
あ
る
人
物
と
見
て
差
し
支
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡

さ
て
'
こ
の
書
状
は
､
家
中
の
火
の
用
心
か
ら
始
ま
り
､
全
八
か
条
か
ら
成
っ
て

い
る
｡
と
く
に
､
第
七

･
八
条
目
は
､
｢拙
者
何
方
に
て
も
相
果
候
｣
｢我
等
は
て

候
｣
と
い
う
文
言
が
見
え
､
慶
広
の
置
文
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
｡
慶
広
が
何
故
こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
た
文
書
を
残
し
た
の
か
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
も
の
の
､
こ
の
前
年
の
慶
長
十
三
年
正
月
二
十

一
日
に
嫡
男
盛
広

が
三
十
八
歳
で
死
亡
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

慶
長
期
､
慶
広
は
蛎
崎

一
族
､
多
数
の
弟
達
の
家
臣
化
を
進
め
､
そ
の
一
方
で
磨

(;)

広
嫡
系
に
よ
る
藩
主
専
制
体
制
を
目
指
し
て
い
た
と
い
う
｡
『
松
前
家
記
』
に
よ
れ

(e.j)

ば
'
盛
広
は
'
慶
長
五
年
に
慶
広
か
ら
家
督
を
譲
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､
こ
れ
は

藩
内
だ
け
の
便
宜
的
な
措
置
で
､
対
幕
府
的
に
は
慶
広
が
死
亡
す
る
元
和
二
年

(
一

六

一
六
)
ま
で
は
慶
広
が
藩
主
で
あ
り
､
慶
広
が
後
見
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

(13)

こ
と
で
､
藩
主
の
嫡
系
論
理
を
貫
徹
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
い
う
｡
さ
き
に

見
た
､
工
藤
九
兵
衛
祐
種
に
よ
る
由
広
の
殺
害
も
､
慶
長
期
に
お
け
る
松
前

･
蛎
崎

(Z)

一
族
の
内
紛

･
対
立
の
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
る
｡

さ
て
､
第
七
条
目
の
冒
頭
に

｢拙
者
何
方
に
て
も
相
果
侯
者
加
々
右
衛
門
を
始
こ

せ
か
れ
共
引
廻
奉
公
た
て
可
仕
候
｣
と
あ
る
｡
こ
こ
に
見
え
る

｢加
々
右
衛
門
｣
と

は
､
『
新
羅
之
記
録
』
下
巻
に

(往
手
)

亦
景
広
三
歳
之
王
春
､
慶
広
朝
臣
之
夢
､
母
儀
之
祖
父
河
野
加
賀
守
｢
越

知
｣

政
通
告
日
､
令
此
児
継
我
跡
､
依
是
被
我
名
加
賀
右
衛
門
､
難
為
六
男
継
慶
広

隠
居
所
之
家
､
故
諸
州
大
名
年
々
賜
書
音
也
､

47



と
あ
り
､
『
新
羅
之
記
録
』
の
著
者
で
あ
る
松
前
景
広
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
｡
こ

こ
か
ら
'
慶
広
は
､
自
ら
の

｢
こ
せ
か
れ
｣
(具
体
的
に
は
公
広
を
指
し
て
い
る

か
)
と
同
様
に
景
広
を
扱

っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
｡
景
広
は
'
慶
広
の
男
子

の
な
か
で
､
嫡
系
を
別
に
す
る
と
藩
内
で
唯

一
の
松
前
姓
保
持
者
で
'
そ
の
子
孫
は

延
宝
期
以
降
家
老
職
と
な

っ
て
お
り
､
景
広
の
地
位
は
特
別
な
も
の
で
あ

っ
た
と
忠

(16)

わ
れ
る
も
の
の
不
明
な
点
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
景
広
の
特
別
な
地
位
は
'
こ

の
よ
う
に
'
嫡
系
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
か
ら
も
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
｡ま

た
'
｢天
道
｣
と
い
う
文
言
も
注
目
さ
れ
る
｡
近
世
初
期
の
天
の
思
想
は
'
朱(17)

子
学
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
､
幕
藩
体
制
を
擁
護
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な

っ
た
と
い
う
｡

こ
こ
で
の

｢天
道
｣
の
意
味
す
る
も
の
は
'
儒
教
の

｢天
下
｣
思
想
に
通
じ
る
も
の

が
あ
り
'
徳
川
政
権
が
そ
の
確
立
期
に
お
い
て
儒
教
に
よ
る
合
理
化
を
要
求
し
て
い

た
と
い
う
も
の
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は
､
本
書
状

を
見
る
限
り
'
天
の
道
に
し
た
が
い
､
慶
広
は
必
ず
し
も
嫡
系
に
よ
る
自
家
の
安
秦

を
求
め
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'
こ
れ
ま
で
の
慶
広
に
よ
る

藩
主
専
制
体
制
の
確
立
指
向
と
い
う
点
に
'
新
た
な
視
点
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
｡

本
書
状
は
'
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
以
外
に
も
'
松
前
藩
体
制
の
確
立
期
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
｡

註
(
-
)
『
市
立
函
館
図
書
館
蔵
郷
土
資
料
分
類
目
録

(昭
和
三
十
九
年
十
二
月
三
十

一
日

現
在
)』
第
1
分
冊
t

I
九
六
六
年
'

一
五
六
ペ
ー
ジ

(請
求
番
号
〇
〇
〇
八
-
六

三
六
〇
七
-
七
七
〇
一
)0

(
2
)
こ
れ
ら
五
通
の
ほ
か
に
'
『祐
清
私
記
』
(旧

『青
森
県
史
』
所
収
)
に
天
正
十
七

年
九
月
二
日
付
の
慶
広
書
状
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
書

状
は
'
慶
広
が
南
部
信
直
に

｢巣
子
之
御
鷹

一
連
進
上
之
｣
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

海
保
氏
は
こ
の
書
状
を

｢混
乱
が
多
く
信
頼
性
に
乏
し
い
史
料
｣
と
し

(史
料
本
文

と
解
説
は
注
記
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
)
､
こ
の
書
状
が

｢本
物
と
す
れ
ば
'
天

正
中
期
段
階
で
塀
崎
氏
は
安
東
氏
と
南
部
氏
と
に
二
股
膏
薬
的
対
応
を
な
し
て
い
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
る
｣
と
し
て
い
る
｡

ま
た
'
本
書
状
は
'
盛
岡
藩
記
録
方
を
務
め
て
い
た
平
沢
親
常
が
著
し
た

『御
当

家
記
録
』
(寛
政
九
年

二

七
九
七
)
を
そ
う
下
ら
な
い
時
期
に
成
立
)
に
も
収
め

ら
れ
て
い
る

(『青
森
県
史
』
資
料
編
中
世

一
㌧
二
〇
〇
四
年
､
六
七
六
号
文
書
'

五
五
三
ペ
ー
ジ
)｡
さ
ら
に
'
『新
青
森
市
史
』
資
料
編
2
古
代
中
世

(二
八
九
号
文

書
'
五

一
六
ペ
ー
ジ
)
に
も
掲
載
さ
れ
'
文
書
の
解
説
に
よ
れ
ば
'
天
正
十
五
年
九

日
に
慶
広
の
主
君
で
あ
る
下
国
愛
季
が
没
し
た
こ
と
に
よ
り
'
輔
崎
氏
が
安
東
氏
か

ら
離
反
で
き
る
条
件
が
生
ま
れ
た
と
あ
る
｡
輔
崎
氏
が
安
東
氏
か
ら
離
反

･
独
立
し

て
い
く
過
程
の
中
で
､
こ
の
よ
う
に
南
部
氏
と
関
係
を
切
り
結
ん
で
い
く
点
は
改
め

て
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(
3
)
『新
羅
之
記
録
』
下
巻

(『新
北
海
道
史
』
第
七
巻
史
料

一
､

二
ハ
六
九
年
'
七
四

ペ
ー
ジ
)0

(
4
)
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事
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洛
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す
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反
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子
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事
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方
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さ
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候
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候
'
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ヽ
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に
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表 1 慶長 ･元和期の慶広と家康 ･秀忠らとの接触

午 月 日 記 事 出 典

慶長4 ll 7大坂城で家康に謁見○ 新 .松
このとき松前に改姓○

4 28帰国着岸○ 節 .松

1 27墨章の制書などを賜るロ 松

3 22家康に供奉して入洛 (｢松｣は12日)○ 節

5 19家康から伊豆守に任ずべきことを命じられる○ 蘇 .松

1 16御暇､伊豆にて湯治つ 新

御暇､帰国○

御暇○

元和2 10 12慶広死去 (69歳)D 新 .松

｢出典｣欄の ｢新｣は 『新羅之記録』(『新北海道史』第7巻資料1)､｢松｣は 『松前家記』(『松前町史』史料編第1巻)

を指す｡
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写真3 写真2の花押部分の拡大図
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写真4 (慶長12年)5月11日付慶広暮状
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